














































































































































































































































陸軍衛生部門の諸制度に関する資料は、 『明治篇』のほか、 『陸軍衛生制度史第二巻』 （一
九二八年発行、以下、 『大正篇』と記す）
４






















された明治二〇年前後と定義してきた。近代看護教育の対象はあくまでも職業看護婦の養成であり、 陸軍という男性看護兵 対象とし 看護学教育は、軍陣医学
１１
の一部として扱
われ、看護史の中には含まれないとの解釈があっ からだと認識している。二〇一四年に日本看護歴史学会により発行された 『日本 看護のあゆみ―歴史をつくるあなたへ―』 （日本看護協会出版会）も、一八八四（明治一七）年一〇月有志共立東京病院看護婦教育所で始められた職業看護婦教育が、 わが国の近代看護 始まりとして看護歴史を展開し いるしかし、陸軍が 学という用語を初めて用いた事実と、看護兵教育 行っていた とを考えると、果たして、その教育内容などを明らかにして検討 行わずに、 史から除外してよいのかという問題意識も生じる。
４
同時に、では何故明治新政府が、陸軍草創期に看護卒に近代看護学による教育をなさな
ければならなかったのか、という問題も存在する。前述したように、 『陸軍衛生制度史』の『大正篇』 『昭和篇』には 陸軍看護制度の記述が削除されている。そのため、陸軍創設期の看護制度史を改めて研究し、その成立過程を記録に残すことは、わが国の近代看護学の前史を明らかにすることでもあり、陸軍の 兵教育の目的も明らかにな
そこで本稿は、職業看護婦という概念がなかった時代から、鳥羽・伏見の戦いに始まる
戊辰戦争における医療と看護の実態を探り 看護制度の整備に着手し、いち早く近代看護学を導入した陸軍の目的とその背景を探りながら、 陸軍看護制度の成立過程を明らかにし、その意義を日本の近代化との関係で論ずるも である。尚、本稿が研究対象期間とするのは、看護制度の確立を見る看護制度 第二次改革までとする。
本稿が扱うのは陸軍の看護制度史であるが 看護史・看護制度史・看護教育史分野だけ






















































































































































































































変遷が書かれている。そこには、 「看護事業として一般に認識される 至ったのは、明治維新の際の彰義隊の傷病兵に対する救護に始まるが 西南 役及び日清、 露 戦争を経て著しい進歩発達をみるようになった」と、看護婦制度の始まりは三行 記述に終わ ている。
看護教育史
平尾真智子『資料にみる日本看護教育史』（看護の科学社、一九九九年第
一版）は、看護教育内容と制度に関わる豊富な文献を渉猟し、多くの資料を巻末に挙げ貴重な研究業績となっている。また、佐々木秀美『歴史 みるわ 国の看護教育―その光と影―』（青山社、二〇〇五年）は、明治期から一九九六（平 八）年まで 研究対象期間として、看護教育の変遷経緯を歴史的に検証、看護教育における見習い制度 意義や准看護婦制度の問題なども含め、わが国の看護教育の歴史をナイチンゲール 教育思想と育哲学を視野に入れて考察を加えた一書になっている。
平尾は『資料にみる日本 』中で、看護教育史の時代区分を研究の便宜上、第
一期を一八八五年から一九一五（大正四）年まで 「看護婦に関 全国的な規則 なか
７




護教育史の区分とした 「 一 以前」 は、 「職業前史」 「近代看護移入期前」 「派出看護前史」という言葉で説明され、 「派出看護前史」については研究業績が発表されてきた
２８
。






















































































































て救護活動の任にあたらせ、次に北清事変（ 九〇〇年）では病院船勤務へ送り出し 内地から海上へと勤務先を拡大していった経緯がある。川口啓子 がどのような議論を行い、どのような認識のもとに女性を従軍看護婦として派遣する 至ったの をテーマの一つに置いて「従軍看護婦派遣への道程 する研究ノート」 （一）～（四）
６０
を発表
している。 西南戦争当時、 政府軍管理の下で救護活動を行った は全て男性看護人であり、川口は、国策 沿っ 勃発する戦争における軍隊衛生部補助部隊として日赤看護婦 育成していくことになったが、女性を戦場に する事には慎重であったとしながらも 石黒忠悳の高い評価もあり、戦時勤務に積極的 召集されることになったこ の経緯を調べ上げている。
また二〇〇九年には、黒沢文貴・河合利修編『日本赤十字社と人道援助』 （東京大学出




























と分析視覚を以下の様に設定する。まず対象時期 設定で 一八七三年に看病人・看病卒が陸軍武官官等に位置づ られたことで、陸軍看護制度の整備が始まる。陸軍に ける看護制度の成立過程を明らかにする は その背景となる課題を明確にす 必要が 。そのため、看護兵誕生以前を「陸軍看護制度成立前史」と設定する。 陸軍看護制度成立前史」は、明治以前であるが、さらに「戊辰戦争前史」と「戊辰戦争期」に区別す 。
陸軍衛生制度史『明治篇』には、看護制度の第一次改革を 徴兵看護卒ハ明治十六年ヨ

















きる「小石川療生所」の看護の実態を探るこ から始め、看 人に関する規則が確認できる施設、 「長崎 「横浜梅毒病院」を取り上げ、医療 西洋化が進む歴史の流れの中で、看護に関する認識の変化について考察 加える。
「戊辰戦争期」では、戊辰戦争における医療と看護の実態を明らかにし、戦時医療の課
題を確認す 。この 戊辰戦争期」 女性看病人が登場するが、亀山の考察は戦争当時の看病人を、あくまでも医師＝男性という理論と、入院で必要とされた看病（洗濯・飯炊きなど）＝女性の仕事＝男尊女卑の風潮＝看病人には訓練の必要はない という方程式的考察にとどまっており 近代兵器による銃創を負った 「重症患者の病院生活を支えた看病人」と云う視点での考察に欠けてい こ を指摘したい。 そこで第
Ⅰ
部では、 「負傷兵の看護」




















整理し、最後に、研究史の今後を展望し 残された課題を提示する。その中 最初 問題意識として提唱した、 で行われた看護学教育内容 意義づけを、看護史と 関係も考察する。
１２
註１
明治時代陸軍では、傭人看病人、壮兵看病卒、徴兵看護卒、看護手、看病人（傭人）等、めまぐるしく名称が変わり、明治末期に軍隊では上等看護卒、病院、官衙、学校においては看護卒であった。一九三一（昭和六）年には看護兵に、一九三七（昭和一二）年には衛生部の兵種名が改正され衛生兵となる。看護長、看護卒の官等、名称、等級に関して 、陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和篇〕 』 （原書房 九九〇年）二三八―二五九頁を参照。
２
陸軍軍医団編『陸軍 生制度史（明治篇） 』 （小寺昌発行 一九一三年）
３

















拙稿 「陸軍の衛生要員補充 の成立過程」 （ 『軍事史学 第四六巻第二号 二〇一一一―一二六頁。
９










一―一七頁）の中で、海 看護部員 教育は 八七八（明治一一）年二月二四日に制定された「海軍看病夫採用教導規則」 （医第 五一号） よって始められたことと、講習科目（包帯、薬剤学、止血法、解体、生理学 外科、内科の七教科）も明らか し 上で、わが国に最初に近代看護を導入したのは陸軍であったと結論付け いる。
１０
二〇〇二（平成一四）年三月一日保健婦助産婦看護婦法が改正され、 「保健師」 「助産




























ツのフリードナー牧師のディーコネス養成所で一八五〇年～五一年に看護を学んだ。一八五三年にはロンドンの淑女病院監督となり、給食のためのリフトやナースコールを考案した。当時の ンではコレラの第三次パンデミックが起こっており、ナイチンゲールはミドル・セックス病院に多数のコレラ患者が運び込まれた時、支援を申し込みコレラ患者の看護にあたった。一八五三年にクリミア（～五六）戦争が勃発し、翌五四年にイギリスが出兵したことに伴い、国防長官シドニー・ハーバード卿によ 数名の看護婦と共にトルコ スクタリ（イスタンブールの一部）野戦病院で任務に就くよう依頼された。ナイチンゲール 到着して一〇日間で百名近くの兵士に食事を与え、三ヵ月一万名分の必要品も提供 ナイチ ゲールは、この病院における負傷者や病人に対する不断の看護によって、〝ランプを持つ淑女〟と呼ばれた。この時の活躍に感激した国民からの基金が寄せられ 基金をもとに一八六 年セント・トーマス にナイチンゲール学校を設立した。
１６
津田右子「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」 （ 『看護学総合研究（呉大学） 』
三巻一号、二〇〇一年）八頁 土曜会歴史部会（代表執筆・高橋政子
)『日本近代看護の
夜明け』 （医学書院、二〇〇〇年）四―五頁の表１ よると、近代 教育を受けた卒業生数は、有志共立東京病院看護婦教育所の第一回 五名 明治二一 二月卒業） 、京都看病婦学校は四名（明治二一年六月卒業）であっ 。
１７
看護史研究会編『看護学生のための日本看護史』 （医学書院、二〇〇八年）七四―七五
頁。土曜会歴史部会『日本近代看護の夜明け』三―八頁。津田「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」八―二五頁。明治二 年前後に近代看護婦教育を開始した学校には、慈恵病院の有志共立東京病院看護婦教育所（明治一七年 〇月、三 コース） 、同志社病院の京都看病婦学校（明治一九年四月、 年コ ス 、桜井女学校付属看護婦養成所（明治一九年一一月、二年コース） 、帝大病院（東京）の帝国大学付属看病法練習科（明治二一年二月、 年コース） 、日本赤十字社 婦養成所（明治二 四月、一年半コース）があった。近代看護草創期の各看護学校では、以下 述べるナイチンゲール方式で看護教育を受けた海外 護師ら 指導によって行われた。有志 立東京病院看護婦教育所は、アメリカでナイチンゲ ル方式による看護教育を受けたアメリカ人看護師ド（
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elen E. Fraser） 、









































































高橋みや子 「 『陸軍看護学修業兵 科書 」 、 坪井良 編 近代日本看護名著集成解説』
第




歴史学研究会編『日本史史料〔４〕近代』 （岩波書店、二〇〇九年 八 ―八三頁。









土岐頼徳 （一八四三～一九一一） 美濃国 （岐阜） 。 名古屋の麻生頼三に西洋医学を学び、
京都では漢方医学を修める。一八六六（慶応二）年医学所に入校。戊辰戦争当時は 学所学生 あり 句読師の足立寛に、大沢謙二と共に連れられて遠州久津部に向った。一八六九年には、大学東校 准少寮長となり長谷川泰、石黒忠悳と学生を監督した。一八七四年には陸軍軍医 な 西南戦争には として 清戦争では第二軍軍医部長として従軍した。最終階級は陸軍軍医総監（少将相当官） 。
３７
石黒忠悳（一八四五～一九四 ）陸奥（福島） 。二〇歳で医を業とすることを決意し、
一八六五（慶応元）年江戸 所に入学、 ち 医学所句読師となる。戊辰戦争時は越後に帰郷、負傷兵の治療に たる。一八六九年には大 東校で少助教となる。一八七一（明治四）年に兵部省出仕し一等軍医。西南戦争 従軍後には、陸軍軍医総監、軍医学校長、陸軍省医務局長などを歴任。日清戦争では野 衛生長官、日露戦争では大本営兼陸軍検疫部御用掛けとして従軍した 貴族院議員、枢密顧問官。日本赤十字社第四代社長。わが国の陸軍軍医制度の確立者。
３８
長谷川泰（一八四二～一九一二）越後（新潟） 。長岡の蘭学者に師事後、佐倉順天堂に
て佐藤泰然・尚中親子、松本良順に師事 戊辰戦争時は石黒忠悳同様 並あったが、長岡藩に徴せられて藩医と て北越戦争に参加。一八六九年に 学東校教（解剖担当）から始まり、一八七二（明治五）年九月には東京 学校 る。文部省御用掛、警視庁御用掛 東京府衛生課 、内務省衛生局第一部長などを歴任し 明治中期の医療行政に多大な影響を与えた。済生学舎では、約九 六〇〇名の医師を養成した。
３９
佐藤尚中（一八二七～八二）しょうちゅうともいう。下総 千葉 （天保十






医師の養成に関しては、小高建『日本近代医 史』 （考古堂書店、 〇一 年）五三―























































黒澤嘉幸「衛生補給 史的考察（第一報）―衛生科の変せん（明治元年― 五年） 」
（ 『防衛衛生』第三〇巻第一号、一九八三年一月）一―一一頁。同「 「衛生補給の史的考察（第二報） ―衛生科の変せん （明治一六
-年―明治三〇年） 」 （ 『防衛衛生』 第三〇巻第六号、
一九八三年六月）一一五―一二〇頁。同「衛生補給の史的考察（第三報）―衛生科の変せん（明治三一年―明治四五 」 （ 『防 衛生』第三〇巻第一〇号、一九八三 一〇月）三二五―三二八頁。同「衛生補給の史的考察（第四報）―衛生科の変せん（大正 ―大正一 年） 」 （ 『防衛衛生』 第三 巻第五号、 一九八四年五月） 一一九― 五頁。 同 衛生補給の史的考察（第五報 ― 科の変せん 昭和二年―昭和一五年） 」 （ 『防衛 』
１７















拙稿「陸軍衛生要員の育成 一年志願兵制度の創設」 （ （ 『国士舘史学』第一四号、二〇
一一年）三二―五三頁。６０
川口啓子「従軍看護婦派遣への道程に関する研究ノート（一 」 （ 『大阪健康福祉短期大





蒲原宏「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（上） 」 （ 『日本医事新報』一八〇〇号、 九
五八年）四五―四八頁。同「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（中） 」 （ 『日本医事新報』一八〇一号、一九五八年）四四―四九頁。同「明治戊辰戦争越後口軍病院の変遷（下） 」（ 『日本医事新報』一 〇二号、一九五八年）五二―五五頁。
６３
佐久間温巳「奥羽出張病院日記」の研究―戊辰戦争中の一 事病院の実態」 （ 『医譚』
五三号、 九 二年）三 九四―三二〇〇頁。同「 奥羽出張 日記」の研究（承前）―戊辰戦中の一軍事病院の実態―」 （ 『医譚』第五四号、一九八五 ）三三七〇 三三七八頁。
６４
関寛斎（一八三〇～一九一二）千葉県山辺郡中村に生まれ、十四歳の時に関俊輔 養
子となり、一八四八（嘉永 ）年に佐藤泰然の門に入り、医学を修め 一八六〇年には佐藤尚中とともに長崎でポンペに学ぶ。ポンペの内科と外科のオランダ語講義録 翻訳に関わる。戊辰戦争後は徳島藩が一八六 年に創設した藩医学校
(俗に巽浜医学校
)の




















陸軍 医団編『陸軍衛生制度史（明治篇） 』三 八頁。
６８
壬午事変（京城での事変ともいう）は一八八二年七月二 日に漢城（後のソウル）で




















認できる「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」を取り上げ、戊辰戦争以前、養生所や病院で雇わ た看病人らの実態を明らかにする。
八代将軍徳川吉宗は享保の改革を行い、一七二二（享保七）年、江戸の都市政策のひと
































あり、薬煎、看病 門番など 雑用 あたった。食事の世話をする「賄中間」は五名置かれた
１０
。養生所の運営事務と警備に当ったのは、養生所見回り与力二名、同心一〇名であ

















































であり、病んだ人の身 回りの世話 食事 世話などは、単に女性が役割として担ってきた家事業務としての仕事として 割り切る と 出来ない役割が期待された結果 た。町奉行の報告書でも、 「惻隠の心が深き者」 でなければ身を入れて病人を介抱することはできないと報告されていた
１８
。
惻隠の心とは、孟子により発展した儒教の教えのひとつであり 孟子 人間 本質は善















た。海軍伝習所で軍医養成を始めるにあたり、幕府はオランダに援助 依頼し、 三年八月二日 来日したファン・デン・ブルック（ （




Johannes Lydius Cathrinus Pompe van Meerdervoort）
２２
が二年間の




守や監察使有馬帯刀が、小石川養生所の衰幣を例として「無益の証」とし 設立には反対の意向を示し、松本との面会も拒否する状況にあった。松本は、病院建設 利害損失 説き、必要性を論説した。どのような会話がなされたのかは、松本の『蘭疇自伝』に書き記されている
２４
。






















コレラに関連して海軍派遣隊の看護兵Ｇ・インデルマウルについて、いささかくわしく述べておかねばなりません。昨年と同じ時期に長崎はコレラに襲われましたが、私たちは極力、治療と救済に尽しました。上述の看護兵は、コレラが猛威をふるっていたとき、その社会的な地位からはとうてい考えられぬことですが、目覚し 働きを示しまし 。コレラがはやったとき 日本人に手を貸すことなど、海軍派遣隊に属する看護兵の仕事ではありませんし、ましてや病院の付添人の仕事でもありませんが、閣下にお知らせするのが私の義務と考えます。上述の人（インデルマウル）は、賞賛にあたいするほどの働きぶ を示しました。全力をあげて、進んで救済に乗り出しました。しかも私の命に従って、てきぱきと まちがわず、根気強く働きまし 彼 、すばらしい結果 もたらす に貢献いたた。
ポンペはこの報告の中で、看護兵Ｇ・インデルマウルの功績に対して褒美として労賜金














































遣度との御趣意」と書かれてい であり、看病人を選び、養生に不行き届きがない様にという趣意があったということである。養生所 運営に於いては、看病人 養生、つまり住居・衣服・夜具・飲食・入浴・睡眠・運動・房事などの手当を重視してい 。



















































































知識への寄与―』 （沼田次郎、荒瀬進氏共訳）にも、 「身分の高い夫人は五・六人の侍女を連れてやってくることもあり、一人だけはやむを得ぬ のとして例外的に許可した」 書かれている
３７
。










のための庭園がある」 「病人の処置と看護に関しては譲歩、 容赦ということはいっさ あり得ない」 と述懐しているように、 ポンペ 病院 おける看護の重要性 、 医学教育には 「秩序がなければならないこと を教え その結果が病院の看護 関 評価を高めた
４０
。











さは、ポンペが施した西洋医学による治療の成果と、感染予防 考えに則った患者管理という側面だけでなく、 ポンペが評価し ように優秀な看病人による看護の成果があった 、判断することができる。
小石川養生所が不浄の場と酷評されたのに対し、長崎養生所はポンペ自身が看護を評価
できる状態で運用できた。この違いの要因は何であっ のか。この二つの養生所を比較した場合、その設置目的が、小石川療養所は下層民対策として設置さ た施薬院で っに対し、長崎養生所は医学教育の臨床実習 場として設置された。
欧州では病院建設を任された医師が全権を委任され、病人に必要と思われることは何で




において大きな意義があった。特にコレラ蔓延時に、 「看護兵」によるコレラ患者への看護の実践を、医学生として学んでいた日本人医師らが知り 自らも臨床実習で経験したことは、病院における一つの職種としての「看護者」の存在を認識する切掛け なったという点においても評価できるものであった。
さらに養生所の歴史的意義は、ポンペの門人らの養成という側面においても高く評価さ




じめ、 佐藤尚中、 関寛斎、 橋本綱常などが、 ちに起こった戊辰戦争で軍医として従軍し、ポンペから学んだ西洋医術をもって多くの負傷兵 助ける
４５
。また、 ポンペの門人の中に
は、その後 看護教育に関係する人物も多い。松本良順は、明治陸軍の初代軍 総監て、陸軍の衛生制度整備の中心人物となり、一八七三年から整備事業を開始し その他にも陸軍軍医総監・初代日本赤十字社 病院長になる橋 綱常や 翻訳看護書 『看 心得』を刊行した太田雄寧などがポンペ 医学を学んでいた。これはポンペの門人 、臨床実習で看護を実践した経験が、大きく影響した結果であったと考え 良いだろう。
「長崎養生所」はオランダ医師ポンペによって西洋医学、西洋の病院方式によって運営














































































































ことで、看病人の職務内容や人数 どは、すで イギリスで始めら ていた看護婦教育が参考にされた可能性は高い。その めニュ トンも、イギリスと同様 看護婦の必要性を認識した上 意見書を作成し、提出し と推察できる。
次に提出された「病院定之事」は一三の項目からなり、うち二つの規定に「介抱女」の




































































































本章では、 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」の三施設を取り上げたが、江
戸の末期、 オランダ医師やイギリス医師の指導の下 西洋式の病院を運営していく過程で看護者に関する規則も整備され、優秀な看護が病院運営に必要であるということが、西洋医学を学び始めた、いわゆる蘭方医たちに認識された、というのが 章の結論である。註１
新村拓『死と病と看護の社会史』 （法政大学出版局、一九九五年）一八〇頁。
２
















































Jan Karel van den Broek、一八一四～六五）一八一四年オ
ランダのヘルワイネンで生まれる。幼少の時より科学に関心を抱く。一八三三年ロッテルダム医学校を卒業、一八五三年八月二日に長崎出島の商館医 して来日 第一次海軍伝習が始まると派遣教官 班員の診療を依頼され日本人との交流が盛んとなる。医学他に軍事から写真まで近代科学技術を教えた。
２２
オランダ海軍軍医ボンペ・ファン・メールデルフォールト（
Johannes Lydius Cathrinus 
Pompe van Meerdervoort、一八二九～一九〇八） 。フルネームは、ヨハネス・リディウ











ポンペのコレラについての解説書は「転寝の夢」その他として世間に頒布され、こ 教えは防疫上有力な指針 して迎えら ことは 緒方洪庵 「虎狼痢治準」の題言や箕作秋坪の書翰から推測できている。
２７
看護兵に関する記録は、 宮永孝 ポンペ―日本近代医学の父』 （筑摩書房、 一九八五年）

































































ドのフェルマナー州のフローレンス・コートで生まれる。一八五九年にエジンバラ大学医学部を卒業し、同大 医学士 称号を受け、ロンドンのミドルセックス病院で外科研修 を経験。 外務省の試験に合格し、 一八六一年に駐日イギリス公使館医員として来日。維新の際、薩長軍のために活躍。相国寺の薩摩病院では通訳官アーネスト・サトウ（
Ernest 
Satow、一八四三～一九二九）と共に治療にあたり、北越軍の軍医長として














George  Bruce  Newton、一八三〇～七一）一八六七年
に来日。 性病検診、 治療制度の体系化と実施 功績を残した。 日本名は沙夕新頓、 紐敦、牛董、奈端。
５６
サー・ハリー・ ミス・パークス（































福沢諭吉（一八三四―一九〇 ）中津藩士。長崎及び緒方洪庵の適塾で蘭学を学ぶ。幕末の三回にわたる遣米欧使節団随員としての見聞を、 『西洋事情』 （初編、巻之一～巻之三、三冊、一八八六年刊行、外篇、巻之一～巻之三 六八 刊行） 、 『学問のすすめ』
(一八七二～七六年、十七編刊行
)ほか、多くの著作を残した。一八六八年には江戸






第十七章は（下）三五―三六頁（ 九七 版） 。その中はさら 〔入浴〕 〔食物〕 〔空






日本科学史学会『日本科学技術史大系・第二四巻・ 学〈一〉 』四三頁。 横浜吉原
街町入用併病院入用等請払仕訳書」には、 「金七拾弐両ト永七百 拾文」が通弁一名、手伝医師一名、町役人二名、小仕五名、介抱女六名、水汲人足一名の合計一六名の給料として記載されていることから、介抱女は六名 ったことが確認できる。
７１































代海軍の編成が必要であると考え い 。そのためには、基礎固めのひとつ 近代医学の伝習を行うべきであり、近代医学は砲煙弾雨の下を馳駆する士族の医学であり、だからこそ国が多大の費用を投ずる官学の意味があるのだとす 強い想 があった
７
。良順は


















































































































































































































































った新選組長近藤勇 良順を訪ねて来たことがあった。その後 近藤の招き 応じて西本願寺の新選組屯所を訪ねるが、良順は屯所の不潔 に驚き さらに三分 一が病者であることを知り、 に次のよう 指示し エピソードが自伝に残っている
２４
。
総人数百七、八十名あらん。またその中に、横臥する者、仰臥する者、あるいは裸体にて陰部を露わす者あり、甚だ不体裁にして、その無礼なる言うべからざる者あり。予一巡し終りて勇を詰って曰く、今巡行して一見するに、局長・次長の共に至るに裸体仰臥し その状を改めざるは如何、あに長上に対して無礼至極ならずや。これ壮士を制御するの法宜しきを得たりと云うべからず。宜しく規律を厳にし、節制によらずんばあるべからず、と。 「勇答えて曰く、真に貴説の如し 然れども彼等はみな病者なり、故に敢えて束縛を加えざるな 。君乞うこれを怒せよ、と。予曰く、然 ば総人員三分の一は病者なるか、 驚くに堪 た 。 謂う 医療を施さざる者の如 如何。
41 
勇曰く、否、医を招き治を乞うも、各自その信ずるところに従うのみ。予曰く、果たして然らばこれ策の得たるものにあらず、宜しく一の快闊なる室において蓐を並べ平臥せしめ、医者は日々これを回診してその処方箋を作り調薬を命じ、看護者を設けて起臥飲食の用を弁ぜしむべし。然る時は一医師にして多数 患者を治療し得べし また浴場を設け全身の不潔を洗滌せしむべ 、と。ために病院に擬して一図を画き示し、患者に処するの方法 教え、かつ西洋病院の概略をも説示せし
良順の指示に対し、新選組では直ちに西本願寺の講の集会所を借りて病院として、並列




など管理された治療と共に 清潔な環境、身体の清潔、滋養 ある食物による 力の回復が欠かせないことをわが国で最も理解し、そ 践 医師であった。
会津藩野戦病院日新館では、長引く戦いで増え続ける負傷兵、乏しくなる医薬品と繃帯





で治療に専念する中で、病院として患者の回復を促進する食材を選んだ食事 供給 医療材料の補給、治療を継続するため繃帯交換など 補助 看病 の確保 切 な問題として認識した。戊辰戦争では戦場が拡大し、西洋外科学による治療が施される中では、看病人の仕事 質も内容も、繃帯交換などの治療補助もこなす者へと変化したのであった。
良順は、政府軍が会津城下に攻め込むのを前に、会津藩主松平容保の意向を汲んで、江

































































塾」 に藩医の派遣をしてはいたも の、 幕末に至るまで藩医学校は漢方による教育を行い、藩医も漢方が主力であっ
４４
。 。そのため、銃創治療ができる医師がいないという薩摩藩
の状況は、西洋医術 できる 師の確保が緊要の課題であった。大山らは、負傷兵の増加は隊の弱体化を招き、その状況 戦勝にも影響を及ぼすと考え、ウィリス招聘に動いたのであった。
派遣要請を受けたウィリスは、北アイルランドのフェルマナ州で、三人の兄と二人の妹




研修医を経て、内科医として 勤務し 師とし の経験 積 だ
４５
。一八六一年英国外務
省の海外勤務に応募し、外務省試験に合格、六二年六月江戸駐在イギリス公使館補助官兼医官として二五歳の時に着任した。六八年一月には副領事になる。ウィリスは公使パークスの命により、通訳官アーネスト・サトウととも 、急ぎ京都に向 、二月一七日に京都薩摩屋敷に到着した。ウィリスは 土佐の藩主山内容堂が重態に陥ったのを全快に導き、西郷信吾 頸部貫通銃創の治療も行った。
鳥羽・伏見の戦いでは、負傷兵のほとんどが砲弾や小銃弾による火傷や銃創であり、銃




































































































































容された負傷兵には、日常 必需品が支給され、 「現地の医師や看護人の不完全な医学的技術や知識不足にもかかわらず、期待されうる限り 世話 なされているよう 見えた」
７６




師から指示された繃帯交換、薬の投与、患部の安静を保つなど 行うべき治療が継続されることを「看護」 、その看護力が の回復を左右す と 考えがあった。
さらに、一一月三日に書かれた柏崎からの報告書には、 「日本人の医師たちが、病人を






















理論と実地訓練と ひどく欠けており」という発言は、まさ 「看護者の条件 は理論と実施訓練が必要である」という ウィリスの認識からなされたものであ 。実際 、明治陸軍創設の中で、看護を担う者の育成は、課題 る であった。
三人道主義への提言
鳥羽・伏見の戦い、横浜軍陣病院での治療、越後方面での従軍、会津への救護活動を行




































































強における戦場医療の有り方を示唆した重要な提言であった。すでに世界各国に広まる人道主義思想の受容は 従軍した日本の医師、政府軍要人らに戦場医療の課題 して認識された。人道主義の受容は、西洋医学によ 医教育、患者の処置を補助し生活を整える看護人の確保、衛生材料の補充システムの確立などとともに、明治政府の重要な のひとつとなっ註１
本章において、戊辰戦争に関して参考とした書籍を以下に列挙する。星亮一『会津落城―戊辰戦争最大の悲劇』 （中公新書、二〇〇七年四版） 、星亮一・戊辰戦争研究会編『新選組を歩く―幕末最強の剣客集団その足跡を探して』 （光人社 二〇一一年） 、 『歴史読本』編集部編『カメラが撮らえた会津戊辰戦争』 （新人物往来 、 二 佐々木克『戊辰戦争―敗者の明治維新 一三 三三版） 。
２


















り西洋医学修行を始めた。江戸では蘭学医坪井信道の塾に入門（ 八三一～一八三五年）し、オランダ語の読解力を身につけた。 八三 天保七）年には天游の遺子耕介を連れて長崎に赴く。三八（天保九）年長崎での勉学を終え、三月に大
阪に「適塾」を開く。
適塾では福沢諭吉、大村益次郎 高松凌雲、長与專斎、佐野常民ら多く 門人を輩出た。一八六二年八月 蘭学医と 業績 認め て 当時の医師 最高位である奥医師に就任 江戸西洋医 所の頭取を兼務する 洪庵については 中田雅博『緒方洪庵―幕末の医と教え―』 （思文閣出版 二〇〇九年 を参照。
 































６ 神谷昭典『日本近代医学のあけぼの―維新政権と医学教育』 医療図書出版社、 九八〇年第二刷）一七頁。
 
 


























                                        
                                        
                                        

















を学ぶ。戊辰戦争では、松本良順と船橋駅で別れている。 八七五年にアメリカに留学し、化学、製薬学を学び 帰国後七七年二月、医学雑誌「東京医事新誌」を創刊（雄寧の死後も発刊され、一九六〇年一二月に廃刊。欧米 『薬物鑑法 式化学』など、製薬学、化 、養生論、温泉論など多領域にわたる著書を執筆 た。太田雄寧訳纂の 看護心得』の原著は ロバート・Ｅ・グリフィス
(Robert  Eglesfeld  Griffith、
1798～
1850)著『一般処方集






は、一八七九年一一月二二日発行の「東京医事新誌」第八七号 論説「看護人教育の切要」を掲載しており 雄寧は系統的な看護教育が開始される以前より看護教育の必要性を認識していた一人であった。雄寧に関する先行研究には、樋野恵子「明治初期における医療の一分野としての看護―医師太田雄寧訳纂『看護心得』の原著解明と比較検討―」（ 『日本医史学雑誌』第五四巻第四号、二〇〇八年）三七三―三八六頁がある。
１５
佐藤泰然（一八〇四～七二）武蔵国川崎稲毛に生まれる。一八三〇（天保元）年に二




























































海の塾に学ぶ。和親条約締結後は、洋学所に設立準備に着手 、一八五六年に藩書調所が創設された際には、既に蘭学者としては有名であり教授手伝いとなる。一八六二年の文久遣欧使節団には傭医師兼翻訳方 随行し、福澤諭吉、箕作秋坪と病院および学校の調査を担当し報告書をまとめた。一八六八年九月に神奈川県知事に任命されると、電信機敷設、造幣器械の購入 灯台の建設など、近代化の政策を行った。外務卿、文部卿、駐米公使 枢密顧問などを歴任。
３５
五代才助 （友厚） （一八三五～八五） 薩摩藩士。 藩命で長崎に留学し海軍伝習所に入り、





















ダのドルドレヒトに生まれる。一八四三 にユ レヒ 陸軍軍医学校を卒業後、同校に勤務していたが、ポンペの後任として一八六二年一〇月 八 に四〇歳で長崎 着任した。眼科に詳しくヘルムホルツ発明の検眼鏡を日本に伝えた。長崎養生所は六五年に精
55







軍医学校卒業、ボードインの後任 して精得館に赴任した。在日期間一八六六年七月～一八七九年。 長与とともに 長崎医学校を発足させ、 厳格で精密な医学教育を開始した。五年の任期を終えたあとは、熊本古城 の創始に係わり（一 七一～七四年） 、教え子に北里柴三郎がいる。その後、京都府療養病院（一八七六～七 ） 大阪病院（一八七八～七九年）でも教鞭を り、滞日は 四年に及んだ。オランダに帰国 は種痘局長となった。一八八六年には、勲四等旭 小綬章が日本政府より送られた。
４２
大村益次郎（一八二五～六九）長州の代々医者を業とする家に生まれ、苗字は村田、











―六九頁。ウィリスが相国寺内の養源院の薩摩病院で治療した負傷者の中には 頸部銃創を負った西郷隆盛の弟慎吾（従道）がいた。ウィリスの治療 より頸部の銃創も全癒するなど、ウィリスは非常な名声を博することになった。ウィリスは 三月二日に神戸に帰還し、同日付で京都の医療活動 報告書を提出した。
４７
石神良策（一八二一～七五）薩摩鹿児島藩医。一八四三年二三歳 時に長崎に遊学し、







頼され治療に従事したシッドルの報告書「日本陸軍にかんする報告書」 （一八六九年三月三〇日に提出） 、ウィリス 京都での治療に成果があったことから、 「日本当局が北国の大名との戦闘による負傷兵を彼の看護下にゆだね いと望んだ」と書かれている。
５０







Joseph Bower  Siddall、一八四〇～一九二五）イギ
リスのダービーシャー州生まれ セント・トーマス病院医学校を卒業。セント・トーマス病院 外科研修医、ブラックバーン病院で勤務後 一八六八年に駐日公使館付医官として来日。ウィリスが戊辰戦争の東北地方に従軍してい 期間、横浜軍陣病院、東京大病院で、一八六九年まで治療にあたった。一八七〇年からは横浜外人居留地六七番で開業する。 帰国後は、 治安判事となり医療からは遠のく。 在日期間は一八六八～七四年。
５３
佐藤舜海とは、佐藤尚中であり、 羽 伏見の戦いの傷兵が江戸に後送されてきたと

































































































































































































銚子で開業、一八六〇年には醤油業を営む豪商浜口儀兵衛の援助で長崎に留学した。長崎ではポンペに師事し、ポンペと松本良順によって構築された医学教育のカリキュラムで医学を学んだひとりであった。 寛斎 三三歳 時 阿波藩の御典医となったことで 、 官軍の追討令に伴い、 東下部隊に阿波藩士も参加すること 隊付医師として 路江戸 下った。
寛斎は、五月一五日に起こった上野彰義隊の戦での負傷兵治療のため、大総督府の命令














































「付属医」 とし、 隔日で朝五時 （八時） より七時 （一六時） まで出勤させることを決める
１６
。
































四名）を後送。この八名の後送に関しては、因州医官伊藤健造の他に、初めて「看病人」四名も付き添っており、氏名（前田定右衛門・新名中右衛門 飯田銅毅・夫卒壱人）も記録されてい 。この四名 看病人がどのような者であったかは不明である。
当時の軍事医療体制は、参戦各藩が藩医を従軍させ、第一線での初期治療を行う形態で
あり、病院での世話には各藩から を差し出 いた。 「 豊丸」に乗船した看病人四名も、負傷者八名 藩である備前藩、佐土原藩、柳川藩から差し出された看病人であったと考えるのが妥当なのではないだろうか。
七月一三日早朝から始まった平城の攻防で 、 前 主安藤信正が城を脱出し、 落城する。
同盟軍は相馬中村方面に退き、政府軍は、四倉・広野へと相馬方面に向かう海道軍と、山間の道を進み、三春に向かう山道軍と 分かれて進撃を続け 。
第四回目の移送は、平城が落城した翌一四日に 第一回目に使用した「飛準丸」で、合
計一九名（薩摩藩一七名、佐土原一名、大村藩一名）の負傷者に、付添医も同じく安楽養清が付き添い、横浜まで移送している。第五回目は七月一八日 寛斎 門人と 最初に同伴した中村洪斉を付添医として 英国船で五六 （佐土原三名 備前一三名 摩藩一二名、柳川藩 二 鳥取一六名）という多くの負傷兵を横浜に移送しており、看病人六名（病院渡 看病人二名 会計方御雇の看病人四名）も同船している。そしてこの では初めて「会計方御雇の看病人」が登場した。
五回に及ぶ海路を使用しての患者移送後も負傷兵は出張病院に運び込まれ 二日の




























本文看病人 義参謀ニ達置候召諸藩迄相達シ差置 様可被致病院小名浜ヨリ平迄昨日引移リ 処
□
諸藩病人迄モ世話仕候テ引移リニハ相




































































































































































































































施した出張病院から東京大病院への後送が、 「わが国の衛生隊の始まりであった」 とする先行研究は、官見の限り見出すことはできない。それは同時に、戦時医療では西洋外科医の育成とともに、重症患者の看護ができる看病人の必要性が初めて認識されたこと もあった。つまり、本章の分析視点の一つでもあった、 「洗濯・飯炊きといった女性の仕事としての看護」から、 「外科的治療を受けた患者の回復を支える看護人」へ 、看護の質が変化したのであり、看護人に求められる能力も医師の補助者へと移行したことを意味し 。 。
また、奥羽出張病院の開設・運営は、各藩毎に病院を持っていた体制から、政府の病院
として運用することになった初 ての野戦病院であった。政府 しては兵士の治療には充分な運用資金を調達する方針を取るが、 負傷兵 増大は莫大な 院運営資金を必要とした。その費用には、医療材料だけでなく、布団などの日常品を じめ、食費、人件費も含まれるのであり、費用の調達を含め、野戦病院の運営に関して多く 問題提起を残すこととなった。
三「動病院」と「不動病院」
正月九日、北陸道鎮撫総督（先鋒総督）として高倉永祜が任ぜられ、副総督四条隆平、














































前線に近 寺院、旧家等の大邸宅を利用して傷病者の応急処置 行うこととなった。高田軍病院以外の大方 病院が動病院として 機能を有することになる。北越 を通じて五泉、三条、見附、村上、新発田、出雲崎、寺泊、長岡 与板、浦佐 小千谷 どに、動病院が設けられた（図２参照） 。
綱常自身、専ら越前藩 動病院医師として治療に従事し、前線と後方の軍病院の体系を
整えて治療にあたり、さらに治療 必要な者は、蓆 た担架によっ 後送 た。そして戦乱後期戦火の激しさが増すと、前線の「動病院」と後方 「不動病院」をつなぐ「中間病院」を設け、関原軍病院と新潟軍病院がそ 役割 担った。
新潟軍病院が設立されると、薩摩藩医山崎良泰、佐竹立庵の二名が入局し、薩摩藩、































































小千谷・長岡・見附・与板・三条に設けら た動病院の重症者は、中間 となった関原軍病院に後送され、新発田・村上・五泉口の動病院の重症者は、中間病院の新潟癌病院へ後送、さらに継続した治療を要する者を柏崎軍 院へ後送し、そこから東京ま は横浜に移送するという体系が見事に確立してい 確認でき 。
越後口における軍事医療体系の確立は、わが国ではじめて出征軍衛生機関業務系統を形







































































卒に致し候由尤右七ヶ年中には大略医師の筋を心得 様相成相應出来いたし候ものはエルス、ヲシュルと相唱へ候て半は医師半は士官にて兵卒の中に加り戦争等の節疵受候ものの療治等為致候趣〇別 バレイス中にストラジビュルグと相唱へ候陸軍の為にのみ設置候病院有之 〇右病院は前病院に比し候ては一層後代にて病症千八百床程も有之候趣右は全く政府入費にて陸軍の上等士官等の入り候病室は清潔にして手広に作り恰も旅宿に居ると同様に有之 由右陸軍 附頭取たる医師は医学校の中
□
療養学




















ては「看病人」というものの存在を、地方の漢方医らが知る機会と 、明治における職業看護婦の萌芽につ がるこ も付け加えたい。註１
佐々木克『戊辰戦争―敗者の明治維新』 （中公新書、二〇一三年三三版）四一―四二頁。
２
佐藤進（一八四五―一九二一）常陸国の酒造業高和家の長男として生まれ、佐倉藩医佐藤尚中の養子となり医師を目指す。戊辰戦争では六月二四日に官軍負傷兵の手当てのために奥州白河へ派遣の命が大総督から出され、薩摩兵の治療にあ った。そ 後一八六九年 はドイツに留学し、ベルリン大学で医学博士をとる。帰国後は佐藤尚中が一八七五年四月に開設した順天堂大学で外科の講義を担当する。西南戦争で 大阪城内の陸軍病院長として赴任。八二年に尚中死去後は、順天堂医院の院長に就任。
３








斉藤省三（白里研究グループ）編集『寛斉日記―奥羽出張病院日記 中心として―』 （一九八二年、陸別町教育委員会）三三―三 奥羽出張病院機構図には、各 戦斗部隊（復古記調）として佐土原藩三小隊、因幡藩一 小隊一八三名、 門藩四中隊、岩国一中隊、徴兵隊一大隊、中村 二九小隊、大洲藩二 他、薩摩藩一、 一 名 村藩 四三名、備前藩六六九名、柳川藩三 六名、笠間藩三二二名、郡山藩 九〇 、安芸 三五八 久留米藩一、〇二一名、筑前藩七七三名、津藩八三〇 肥後 九五〇名、館林藩二二〇名、佐倉藩二八五名、御親兵二 二名、磐城平藩五〇名の計一 隊、五一小隊、四砲 七 九九五名が参加した 尚、先行研究である 久間「 『奥羽周長病院日記』の研究 承前） 」 三七〇頁 は、奥羽討伐平潟口軍 薩摩藩をはじめ三藩の藩兵約六、〇〇〇名とあるが、本稿は斉藤編（白里研究グループ）編集『寛斉日記―奥羽出張病院日記を中心 して―』三三―三四頁の奥羽出張 機構図を参考としている。
８












































































































せず、 「軍陣医部」という名が使用された。一八六八年一二月、 「太政官日誌」一六九号で「未ダ行ハレ難キ儀モコレアリ、暫時、病院ノ名目」をやめて「 務官治療所」と唱えることが達示されており、この時代に「 」という言葉が日本には存在していなかった。しかし官軍の野戦病院には「病院」という旗が掲げられ 医史学会編『佐倉順天堂―近代医学の発祥地―』三八頁に 奥羽白河口
(福島県白河市
)で佐藤進が掲げ
た病院旗と、平潟口（福島県いわき市） 関寛斎が掲げ 病院旗が掲載 ている。
４６
ドミニク・ジャン・ラレィ（
Dominique Jean Larrey 、一七六六～一八四二）フラン

























































































The Capital of the Tycoon』 （一八六三） （日本語版は山





の次男。箕作阮甫に洋学、大坂の適塾で緒方洪庵に蘭学を学ぶ。阮甫の二女と結婚し、箕作姓を継いだ。文久遣欧使節団に 傭医師兼翻訳方として随行 一八六六年 はカラフト国境交渉の随員 ロシアを訪問した。維新後は、三叉学舎を開設して明治の各界で活躍する偉人俊英を教育、さらに福沢らと明六社（後の東京 士会院）を創立し社長に就任。教育博物館、東京図書館長の兼務など 多く 業績を残 た。
７５
福地源一郎（桜痴、一八四一～一九〇六）蘭学を学んだ後、江戸に出て英学を学ぶ。













に学んで成績優秀であった。 文久遣欧使節団では、 正史と副使の諌め役、 意見の調整役、西洋事情探索方責任者を担った。帰国後 外国奉行となるが、起こった生麦事件の賠償金を巡ってイギリスとの折衝に忙殺された 一八六五年には、横須賀製鉄所建設準備と軍制調査のため特命理事官として再渡欧し、資材と技術者の調達を行うなど、有能な幕吏として外交の表舞台で活躍した
８０
福田作太郎（一八三三～一九 〇） 。福田は弓矢槍組同心の子として生まれ、父の職を














高島祐啓 （一八三二―八 ） 幕府漢方表医師、 文久遣欧使節団の紀行を 『欧西行記』 （全四巻）と題して一八六七年に誠求堂より刊行し、此の版本も当時、欧羅巴事情を巷に広めるのに貢献した
８５
川崎道民（一八三一― 一）佐賀藩医松隅甫庵の四男として生まれ、鍋島安房の侍医
川崎道明の養子となる。蘭学を学び藩医となり、第一回万延遣米使節団にも御雇医師として参加している。道民はヨーロッパから写真技術を学んで帰国し 活字印刷で佐賀県初の新聞「佐賀県新聞」を一八七二年に発行する。但し二ヶ月で終わるが、日本 ジャーナリストの先駆者のひ りとされている。 道民は、 第一回遣米使節団随行の紀行を 『航米実記』三冊に著す。現在、東京国立博物館に所蔵されてい 。この史料 関する先研究には、大塚英明「万延元年遣米使節、随行医師・川崎道民の海外帰国 ―道民自筆本『航米実記』の紹介をめぐって―」 （東京国立博物館研究誌、 九九七年、五四六号、五七―六九頁）がある。
８６
宮永孝『幕末遣欧使節団』 （講談社学術文庫、二〇〇六 ）八九頁。益頭らの見学した












リ五区） （その１） 」 （ 『医譚』七二巻、一九九七年）四二五一―四二五三頁、 。同「フランス軍陣医学におけるヴァル・ドゥ・グラース病院の役割」 （ 『日本医史学雑誌』四三巻三号、一九九七年）一五四―一五五頁、 。同「絵ハガキで見るパリの古い病院
(五
) ―ヴ
ァル・ドゥ・グラース陸軍病院（パリ五区） 」 （その２） 」 （ 『医譚』七三巻、一九九八年）四三一一―四三一三頁、
９０
岩田高明「 『福田作太郎筆記』の『欧州探索』にみる西洋教育制度受容過程 分析 文
久元年遣欧使節団による欧州学制探究―」 （ 『日本の教育史学
:教育史学紀要』 二〇〇六年）









まれ、多くの看護人を必要とした。壬生城内に設置された官軍の負傷兵を治療する「養生局」 （野戦病院）で、銃創看病人を九名雇入れた事例が、わが国の女性看病人の始まりとされているが それは、従来各藩夫々が繃帯所を創設し、負傷者に看病人を付き添わせるといった形態では すでに対処できない いう課題として認識された結果であった。
負傷兵の看護は、籠城した城の中で、士族の婦女子らによってなされたことも知られて










































節団に参加した五人の女性の一 り、 ニューヘイブンのベーコン牧師の家 預けら 、名門女子大学ヴァッサーカレッジを卒業するが、日本へ帰国する前の二ヵ月、一八七三年六月開校したアメリカで最も古い 護学校の一つ ヘイ 病院付属 コネティカット看護婦養成所で看護を学んで帰国し
１１
。陸軍大山巌と結婚後、有志共立東京病院に
看護婦養成所を作るため、わが国最初 慈善バザーを開催し資金集 を など わが国の看護の発展に関わっ 人物の一人である。
捨松が若松城に母や姉たちと籠城したのは、わずか七歳の時であった。捨松の義姉は、





















は、慶応四年閏四月一八日より、同年一〇月二一日に至る横浜軍陣病院の日記であり、各地の騒乱によって発生した傷兵の手当を行うために、当時外科医として名高いウィリアム・ウィリスを招くことを目的として設けられ 病院であり、当初は江戸で を開く予定であった。しかし、ウィリスが横浜を離れることが困難な状況にあることで、やむを得ず急遽横浜修文館に病院を開くことに変更をされた。その経過を含め、 『横浜日記』は一七日の大総督府の達の掲載から始まっており、一八日使番の佐藤喜七郎（名古屋藩士）が到着し、手配等事務が開始されたことで、日記が記録 始める であり、 『横浜 記』は事務の執務日記である。そ ため、治療内容ではなく、入院者名や掛かった経費などが詳細に記録さており、沿革を知ることのできる根本史料である
１６
。





























































































































る。つまり、看護 従事させるために大病院では女性を雇い入れ のであるが、その看護の業務の一つに包帯法があったということである。賄や洗濯などの仕事を担当する人と区別されていたのかは不明であるが、横浜病院・大病院でウィリスやシッドルの指導の下で病院を運営する過程で 人は負傷兵の治療 携わ 人へと役割が変化していったと判断できる。
三海外看護婦の紹介
戊辰戦争によって病院に女性か看病人を雇い入れることが始まるが、幕府が幕末より西
欧諸国に派遣した使節団の随員らは、海外 病院で働く看護婦 存在を知る機会に なった。前章ではフランスの陸軍 の病院看病男について触れたが、わが国に最も早く看護職を紹介したのは、一八六〇年に日米修好通商条約批准交換を目的とした正史新見豊前守正興の遣米使節団一行の従者、仙台藩士玉虫左太夫誼茂
２９
の『航米日録』であり、随員玉






















の記録に確認できる。 「白キ石ヲ以 四重ニ建、貧難病者等 療治ス、男子ハ介抱シ、女子ハ室ヲ隔テ男ヲ禁シ、女介抱スト云」と短く記録されている
３３
。
また同じく木村鉄太の『航米記』の一三日 日記には「病院 と題さ た項目があり、




病で苦しんでいる人や貧乏で薬を買うことが出来ない者を政府が治療をしていること、政府から医者と介抱人をつけ、三日に一度は衣服 着替えさせていること、こ らすべては政府の医者が管理をしていることなど、鉄太が知り得た事柄も記録されて る。
注目すべきは、玉虫は看病人を「監視セシム」人と捉えているのに対し、鉄太と福島は

































一八六八年に刊行された『西洋事情』初編全三巻では、 「病院」 （資料３） 「貧院」 「盲院」


































ち最も分量の多い「英国探索」 は、 「英国倫敦府病院并学校の事」と題された項目が確認できる。その全文は巻末に付記（資料４）するが 一四～五人 病室を看病人三～四人で担当していること、病室は常に清潔で換気も充分に行われ 蒲団類は七日毎に交換 ていること、看病人は て婦人を使用していることなど 報告されている。
先に述べたように、イギリスではすでにナイチンゲールにより軍 衛生改革が行われ、














実践の必要性を体験した医師らは 医療の近代化に向けた多くの課題を認識するに至る。まず、兵器の進歩により旧来の漢方医らでは対処できないことが明白な事実として、医師のみならず政治を掌ろうとする多くの有識者らに認識された。さら 多くの負傷兵を助けられなかった事実と、ウィリスが提言した人道主義に対する課題が、近代国家建設を目指すにあたり、戦場医療 課題となった。
軍陣治療は大きく三つの段階に分けられる。まず一段階目は、仮繃帯所となる前線での
応急処置（主に止血と患部に固定） 、二段階目は、 療体制 整 （医療材料を含め）病院での西洋外科学 よる治療、三段階目が隊への復帰を目指した回復過程 お る看護が主体となる病院での治療である。そしてさらに各 を繋ぐの 「移送」 ある。
戊辰戦争では、第一段階目は藩が用意を た男性看病人を使用していたが、野戦病院で










































































ったが、戦場で負傷兵の治療に医師ととも あ り、重症患者 包帯交換 担当 、重症患者の移送にも付き添える看護者を、未だ職業看護婦教育の い日本で、ウィリスが認識していたように「実施と訓練」のもとにいかに育成するシステムを作るのか、陸軍は軍医寮も一つの課題として取り組むことになる。註１





山本八重（新島八重） （一八四五～一九三二）会津藩砲術家に生まれる。一八六五年には川崎尚之助と結婚。戊辰戦争後、川崎と離別。京都府の顧問格 就任していた兄覚馬を頼り、 一八七一年に京都に移住。 七五年 は新島襄と再婚。 新島襄永眠 （一八九〇年）後は、日本赤十字社の正社員（一八九五年には日本赤十字社終身社員）となり、日清戦争、日露戦争に従軍。 九〇六 明治三九）年にはその功績により薫六等宝冠章を受ける。八七歳で永眠。 、
３
新島襄（一八四三～九 ）江戸に生まれる。アメリカボスト に密航しアーモスト大学とアンドーヴァー神学校に五年間在籍 在学していた時、その人格と識見を認められ、一八七二年より岩倉使節団の文部大丞田中不二麿呂理事官の秘書・通訳 して使節団随行し、フランス、スイス ドイツ、ロシアを訪問し、一八七四年に帰国するまで各国の教育制度の調査研究を行う。日本への帰国が許され、日本では宣教師として布教活動を行い、七五年に京都で「同志社英学校」を開校しキリスト教主義 教育を創始した。さらに医学教育の実現を目指すが断念、看護婦学 と病院の建設を目指し、八六年秋京都府より看護婦学校設置の正式認可を受ける。指導者にはアメリカからボストン私立病院看護学校校長のリンダ・リチャーズ 招聘 毎 九月の第三月曜 に入学し、修業年限二年間で六月に卒業する「 看病婦学校」を設立。指導者の下で実際業務を通して看護を学ぶ、実地学習を主体とした 護教育 行った 一八八 年六月第一回卒業生四名を始めとして、一九〇六（明治三九）年の廃校にな まで、約 〇名の卒業生を出すなど、わが国の近代看護学 発展に寄与した人物 もある。
４








山川操子（正しくは操）とは、旧会津藩士山川尚江 礼嬢で、 、戊辰戦争当時籠城を指揮した山川大蔵（のちに浩、陸軍少将・男爵）や後年女子高等師範学校教授となる山川双葉子の妹であり、健次郎（帝国大学総長理学博士） 、陸軍卿公爵大山巌夫人 捨松の姉である。十七歳の時に戊辰戦争で鶴ヶ城で籠城を体験。数年後 旧会津藩士小出光照と結婚す が、光照は陸軍入り 佐賀の乱で戦死。その後操はロシアに留学し、フランス語をマスターし、宮内省御用掛となる。
７


























































































































『開知新編』は、福田作太郎がまとめた文久遣欧使節団の報告書二七冊のうち、プロシアとロシア二ヵ国の分だけを除き、順序を変えて殆んどそのまま取り入れ 橋爪貫 が刊行した。 『開知新編』は、一八六六年に刊行された福沢の『西洋事情』とともに 明治期の日本人の知識の啓発に大きく寄与したとされている。
４５
「福田作太郎筆記」 （東京大大学史料編纂所所蔵）全二七冊中、文久遣欧使節団に直接









































村田峰次郎『大村益次郎先生事績』 （一九 四年刊、二〇 三年マツノ書店復刻）一〇
六頁。
５８
由井正臣・藤原彰・吉田裕『軍隊兵士』 （岩波書店、 九八九年）一八―一九 大村






Antonius Franciscus Bauduin 
























































































































行われており、 中央集権 が達成され、 藩という考えがなくなった時期である。 そのため明治政府が建設し軍病院に働く看病人という立場は、医官―看病人長―看病人と命令系統に位置するものであり 病人と看病人という関係性は、幕末までに存在し 武士階級 おける立場などに影響されるものではない いう 政府 方向性が示されたものであったも推察できる。
一八七三年一月一〇日、太政官番外無号布告として諸省府県宛に「徴兵令」が布告され
た。徴兵令は国民皆兵主義を標榜 「国民軍ハ常備後備両軍ノ外ニ 全国ノ男子十七歳ヨリ四十歳迄ノ者、悉ク兵籍ニ載セ置キ 全国大挙ノ役アルニ方リ均シク隊伍ニ編入シ、以テ管内ノ守備ニ供スル者ナリ」
８
と、徴兵の対象を明確に規定した。四月からは徴兵によ









ス顧問団シャノワンヌの建白書では陸軍局を、第一局（召集、法規 教育） 、第二局（大砲等の装備） 、第三局（騎兵、馬飼育） 、第四局（会計、運輸）の四局に分けることを提言しており、一八六七年当時は陸軍奉行を歩・騎・砲の三局に分けていた
１１
。その後、戊辰戦





















務（一四条） 、二等看病人職務（一七条） 、三等看病人職務（一七条） 、看病卒職務（一六条）の階級ごとに職務内容が定められた（資料５） 。
定められた職務内容を、定員・病棟管理・患者管理・人的管理・教育的管理・物品管理
の項目別に一覧表 して比較したのが表３である。 「陸軍病院条例」は、あくまでも陸軍本病院、鎮台病院における看病人・看病卒の指示命令系統と職務内容の制定がその目的であったが、 「看 人看病卒服務概則」は、 「行軍」を想定した職務内容が盛り込まれた。
二等看病人は患者の輸送を介助するが、職域としては、三等看病人が行軍の際には看病
























































病人は、それぞれ曹長、軍曹、伍長と同等となった。ナイチンゲールの提言と「看病人看病卒服務概則」の一等看病人・二等看病人 職務内容を比較すると、曹 と同 の一等看病人の職務 医官・会計官の指示に従い病院諸般 事務を掌ることで り、ナイチンゲ
105 
ールの云う総監督の仕事になっている。そして軍曹と同等の二等看病人は、病棟長の職務内容になっていると判断できる。一等看病人が掌る病院諸般の事務とは、収支決算書関係も含め、物品管理、人の管理（二等看病人以下の看病人と看病卒、患者の管理）など、病院運営全般 かかわるものであり、二等看病人が具体的な日常の治療 遂行に関する責任を担う のであった。
またナイチンゲールの云うオーダリーの業務が看病卒の職務になっているなど、ナイチ
ンゲールが提唱した陸軍病院の看護システムと、 「看病人看病卒服務概則」 内容が相似していることは明らかであり、陸軍がフランス式の兵制を導入してはいたが、黒澤嘉 指摘しているように、陸軍の看護管理には、ナイチンゲールによって改革されたイギリス 病院管理体制を参考に、わが国の の階級に合わせた職務内容を制定したと考えるべきであろう。
一等看病人の職務内容は、戊辰戦争で奥羽出張病院の軍医長であった関寛斎が現地で調
達することに忙殺された業務（付属医・看病人 確保 医療材料 補充、食糧の確保、運用資金の確保など）であり、その大変さに寛斎は「木梨準一郎参謀三春より帰路寛斎は院会計監査官一名を増員 要望し、寛斎は治療に専念したいと旨上申」
２２
して
いる。一等看病人を曹長と同等の階級 位置付けたことで、医官が治 専念できる体制が作られたと同時に、病 運営に必要な管理体制 確立した であった。こ 管理体制の確立は、戦場医療の課題の問題解決につながるものであった。
ナイチンゲールによって実践されていたイギリス陸軍の看護管理体制の情報は、岩倉使












日に任命を受けると、就任早々、田中は欧米諸国の先進的な教育の成果を積極的に研究してくることを目的 、 「調査予定項目」 上申した
２６
。 「講究スヘキ目的」 として挙げた 「調
査予定項目」は三二項目に挙がり、そ なかには、 「病院法則之 」 「貧院法則之事」 「亜院
106 






















































ノ鎮撫ニ当テ又外況ノ変遷ニ応ズル者ヲ鎮台トス。一国ハ尚ホ一家ノ如ク、鎮台ハ尚戸壁ノ如ク、其家屋ノ形勢ニ依リ戸壁ヲ以テ大小諸室 各別スル如シ 諸要具皆其用ニ適シ、事 有無 関セズ常ニ能ク之 預備スル者ナリ。 費用出糶ノ事ト其常産入糶ノ会計、及区内人別ノ多寡、人別職務ノ如何、運送転輸ノ便及人民刑律 異同ヲ計算シ、分別鎮台ノ区分ト其別ヲ同ジフセズンバアルベカラザル。各国
〈独仏）
之ヲ区別スルニ、

















とはできないので、軍医学校で看護の教則を立てることを望むが、未だにその体制は整っていない状況が読み取れる。そのため、大阪鎮台文庫に所蔵されていた『看護須知』と題された書物を見つけ、 この書物によって看護者の学科及び看護の方法を備えることができ、さらに軍医部においてこ 書は至要の一冊であること 目指したも であっ 。
構成は七編構成で、解剖・衛生学・外科学・包帯学・救急諸病・中毒証・瀕死及死亡か




諸言を書い の 「 学教育建白書」提出者のひとり、土岐頼徳（陸軍軍医）である。
軍医の足ざる時兵士互に傷せし場所に繃帯を施す簡便の法を示す者なり。既に一昨年独逸と仏蘭斯との戦争に、独逸の兵士は平生より能く之を習込たるゆえ大に助となりたるなり。希くは我国の兵士も平日より之を心得おき、万一 時之を施さば大に療治の手助となり又軍医の事缺をも補うに足らむ
普仏戦争でドイツが勝利をもたらしたその要因の一つに、平時より兵士が包帯法を訓練






綿、綿撒糸を一包 して常備し、軍医の手の回らない時には相互に仲間に包帯法を施すことが書かれている。その内容は、看病人兵らが戦場に出るときの心構えにはじまり、三角巾の利点として創部の保護、副木の固定、止血などの使用に簡便であること、大きさを変えるこ で全身のあらゆる創部の処置に使用できることが説明された。特に銃創を受けた場合は、傷口は貫通した二ヶ所に穴が出来るため、看護兵は常 小さく束ねた綿撒糸や綿を三角布に巻き込んで準備しておくことが書かれている。
またウィリスが戊辰戦争に従軍した際、 「副木一本あてがわれてなかった」と報告した





偕行文庫に所蔵され いるが、 「 繃帯図附」は 個人所有している数枚しか所在はわかっておらず
４１
、 看護史、 医療史の貴重な教育教材である。 そのため本稿でも資料６・図４・
図５を資料として巻末に掲載した。
戊辰戦争によって戦時医療の課題が明らかになったが、明治新政府は近代的な健軍に向
けた改革を行う、 中で徴兵令の制 伴い、看病人・看病卒が誕生し、一八七五年には制定された「看病人看病卒服務概則」によって各階級の職務内容 定められ、看護管理体制の整備も整った。その体制の整備は、単に看病人・ 卒の仕事が明らかになったという内容にとどまらず、本病院、鎮台病院などの病院運営にも関わ システムの整 であった。註１
陸上自衛隊衛生学校修親会編『陸軍衛生制度史〔昭和編〕 』二頁。
２














































Subsidiary notes as to the introduction of fem
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学んでいるとき、田中 私設顧問の資格で岩倉使節団に加わる。新島はヨーローッパ各国を見たことで、文明の基礎は国民 教化にあることを学び、結果、日本で純粋な宗教が発展するのを促進する手段としてキリスト の高等教育期間を設立する。妻は戊辰戦争で会津若松城に籠城した新島八重。同志社大学の創立者。
２８
大久保『岩倉使節の研究』一三五―一三六頁。田中は九月八 に米国之部二冊、九月
一八日には独乙国ノ 、 十月三一に 「英 ノ部」 を提出するなど、 順次上申を重ねた。十五冊の内容構成は、影山「岩倉使節団での田中不二麿文部理事官と新島襄」五三頁の表―７に一覧表で知ることができる。 「文部省理事功程」 後に六冊として刊行された。現在では、国立公文書館所蔵 岩倉使節関係簿冊が『大使書類』という総称でまとめられている。さらに整理上「原稿」 ・ 「原本」 ・ 副本」に 別され、 「原稿」のなかに「単行書・大使書類原稿理事功程・文部省 一として所蔵されており、一から五までの五冊となっている
２９



























































った。西南戦争の戦死者は、政府軍は六、八四三名（参謀本部編纂課編『従西戦記稿』陸軍文庫、一八八七年） 、薩摩軍は六、七八五名（ 「西南戦争薩摩戦没者全名簿」 ）と記録されており、多くの負傷者に対して両 ともに病院を設け、医師や看護者を派遣して治療と看護にあた
薩軍は本営を熊本に置くと、病院本部を川尻の延寿寺に置き、熊本城下各地 出張病院
を置いた。そこで行われた看護活動に関しては、 「西南戦争と薩軍の看護活動」 （宮下満朗「敬天愛人第十六号」西郷南洲顕彰会、一九九八年）で 各地方の婦女を雇っていたことが確認されている。
政府軍は増加する負傷者を収容するため、四月一日「大阪陸軍臨時病院」 （以下、 「大阪






















































る方針を取った。雇医は、新聞紙並びに門外に掲示して日程を定め、雇医 志願者を集めて試験を行った。雇医志願者には、姓名・年齢・学業履歴を確認し、理学科学、解剖生理、病理、薬剤学、内科外科 大意を試問するなど 試験を行っ 採用した。
「看病夫」もまた、雇医同様 新聞と門外への提示で志願者を募り、試験は一二等看病










は包帯術を身に付けて、戦場に派遣された者もい が、 「臨時病院」の患者数が減少するに伴い、 「看病夫」も解散とな 。その際「大阪病院」で 、看護方法に熟し、仕事 勉励な者には、大阪陸軍臨時病院の で「職掌ヲ勉学シ頗ル看病ノ方法ヲ得タリ」と 証書」（図７） を授ける方針をとっており、 合計二五五名の 「看病夫」 に 「証書 が与えられた
１９
。
その「証書」 与えられたこ が その後どのように生かされたのか 不明であるが、陸軍では有事における看護者不足 備えた一つの対策措置であったと考えられる。
陸軍での看護兵教育は、看護要員用の看護学教科書を作成してからわずか二年しか経っ















負傷兵にまで救護の手を差し出した。佐野常民は一八六七年に、パリ万国博覧会の赤十字の展示館で、敵と味方の別なく負傷者の苦痛を救う国際的な救護組織である赤十字が、一八六三年に創設されたことを知った。 一八七三年六月には、 ウィーン万国博覧会に参加し、各国で赤十字事業が広がっていることや、普仏戦争における負傷者 の実際を知り、文明開化の象徴の一つとして人道的国際組織の発展が必要であることと、事業を拡張す ためには平時の準備を行うことを学び、 日本に於いても救護団体の設立を考える 至った
２３
。










いは国内の戦争であり、看病人は適当に整い治療には差し障り い で、救済の人員が派遣されても混乱を招くということと、結社 儀は善良 あるが、平常から準備をしていなければ実現は難しいという主旨の者であった。これらの意見が陸軍内部 実際に存在していた結果であった。
しかし、佐野による山県有朋や有栖川宮への働きかけにより、五月三日有栖川宮に博愛




ることができ 背景には、政府の中枢にいた岩倉具視が、一八七二年三月 、岩倉使節団で歴訪したスイスのジュネーブで、伊藤博文とともに赤十字国際委員会 グスタフ・モワニエに会い、赤十字事業についての説明を受 ていた事実が った。
岩倉使節団一行は、一八七三年六月から七月にかけて、スイスのジュネーブに滞在し、




























想、活動を十分に理解した上で、日本の現状からは同条約に加入するには時期尚早と云っていた。その理由は、日本の正規の衛生部隊を幇助するため 自発的な協力を呼びかける以前に、そうした軍の衛生部隊をきちんと組織して整備するため 、まだやるべきことが多く残っているこ 認識してい から あった。
岩倉と伊藤らの発言からは、赤十字に加入するにあたっては、西欧諸国と肩を並べるだ
けの軍隊を健軍し の中で訓練された兵士による正規 衛生部がシステム化されていことが条件になると認識していたと考えられる。そ 点においても、陸軍で看護制度を整備する一つの目的には、赤十字に加盟するのに不可欠な条件をクリアすることが目指たとも言える
また岩倉具視が、博愛社の申し出を断った理由は、陸軍として負傷兵の救護体制に対し





























































川俣馨一『日本赤十字社発達史』 （明文 、一八九八年） 。七一頁。
２８


























四年を改めて常備三年予備三年後備四年）すること、補充兵役九〇日 一 に延長すること、輜重輸卒看病卒、諸隊職工を新たに徴集すること、免役概則に改めて制限を加え免役の概念を、終身兵役免除、平時兵役 除 一時徴募猶予に大別して整理すること、の四項目の原案を提示した
３
。その結果、徴兵令改正では、陸軍省が提示した項目に対して、兵
役年限は常備軍三年、後備軍四年（第一後備軍二年、第二後備軍二年）の計七年であった規定を、常備軍三年 予備軍三年 後備軍四年の計一〇 に延長し、さらに、補充兵 新設して、常備欠員を補うために一年を期間とすること 改正された。
免役の概念に関しては、一八七三年に「常備兵免役概則」として第三章に独立して設け





























病卒取扱手続」とする）が制定され、徴兵 の召集方法 定員、教科と教授場所、教育期間、終了時の手続き、命令系統などが定め た（表６参照） 。
この規則の制定により、徴兵看病卒は諸兵と同時に召募して住所の最寄の営所に入営し、
基本訓練を三ヵ月受けた後、鎮台病院ま は屯営病院で三ヵ月間 護の方法について訓練を受ける教 方法 教育期間が定められた。計六ヵ月 教育修了時には、連隊長もしくは大中小の隊長、または病院長が熟否を検査し、その結果「二等看病卒」 命ぜられる育成システムが確立した。
教育内容は、第九条で一〇科目が定められた。まず第一教科の三科目（基本体操術、生
















発行された 『陸軍看護卒教科書第四版』 で知ることができ、 その内容は、 「病 看守・病蓐・病室温度」 「消氣法」 「浴法」 「消毒法」 「患者飲食」 「睡眠」 「体温測定法」 「泄物」 「瀕死及死後ノ処置」であった。この内容も、伝染病 者 看護などを想定し、消毒法や排泄物の取り扱いなど、根拠をもってルールに則り実践できる看護兵の育成を目指して盛り込まれたものであった。
定員については、 「徴兵看病卒取扱手続」の第三條で「鎮台所在地ニアラサル歩兵隊ニ




おける看護卒の確保も可能となった。 第一次改革によって 病院と各隊には徴兵 病卒を、官衙と学校には徴兵適齢者の者より壮兵看 卒を採用して配属することとなった。
この第一次改革により、 八八三年一月より徴兵看病卒の召募が開始されるこ になる























一八八五年五月には軍 大単位を師団に改め 師団編成実現 ための改革に着手する。軍備拡張に向けた政策を推し進める任 ついたの 五月に陸軍少将となっ 桂であった。陸軍は 三 、 ドイツ参謀少佐クレメンス・メッケル
１９
を参謀本部顧問として招

















義ハ同十六年度ヨリ年額通貨百五十万円、同十七年度ヨリ通貨五十万円、同十八年度ヨリ猶通貨二百万円ヲ増シ都合通貨四百万円宛年々増加可相成ニ付、其兵員及費用予算取調可申出旨御内達之趣ニ依リ、造兵着手順序ノ計画、及之ニ係ル諸費予算ノ義ハ常時進達致置候通ニ有之、爾来右之計画ニ基キ、十六 度ヨリ仙台鎮台ニ歩兵二大隊砲兵工兵一中隊宛、名古屋広島両鎮台ニ砲兵工兵一中隊 、各鎮台ハ看護卒若干名宛ヲ召募シ、其他陸軍大学校ヲ新設シ、後備軍司令部ヲ拡張シ、戸山学校ニ士官下士ヲ入校セシメ、射的体操ノ科業ヲ伝習セシメ、及山野砲ノ改造ニ着手シ、同十七年度ヨリ各鎮台ニ六師団ヲ置キ、歩兵砲兵両隊ノ編制ヲ改正シ、又本年度ヨリ近衛ニ一師団ヲ置キ、歩兵砲兵騎兵三隊ノ編制ヲ改正ス。右之通師団ヲ置カレタルニ依り 来ル二十一年度迄ニハ鎮台ニ歩 二十四連隊 六連隊、近衛 歩 四連隊砲兵一連隊騎一大隊 完備セシメ候教育ニテ既ニ着手致候。就テハ之 要スル士官下士ノ生徒ヲ年々増募シ、士管学 教導団 於テ教育セシメ、或ハ兵営ノ建築兵器弾薬 服陣具馬匹其他増員ニ係ル諸費不少、依テ十六年度ヨリ来ル二十二年度迄七ヶ年二割越経理スルモ、尚御下附金ニ対シ差引朱書之通致不足候付 不得止四月入営スベキ徴兵ヲ七月ニ繰下ゲ、或ハ四月満期除隊兵 一ヶ月前乃至三ヶ月前帰郷セシメ 之ヨ 生ズル処ノ全員ヲ以テ補填シ、尚ホ不足ノ分ハ被服戦 備品ヲ以テ一時繰替支弁スル等種種繰合セ、漸ク増員兵ノ給養維持致候目的ニ有之、其順序等ハ詳ニ別表予算備考 揚ゲタル通ニ候。然ルニ今般御内議ノ如ク増加 ニ対スル金額ノ内二百万円 減雑相成候得者維持ノ道無之候事。
陸軍は、 徴兵による兵士の目標定数である四万人の充足をめざし、 一八八三年一月には、














































月二〇日に制定された「明治十六年看病卒取扱手続」 より 前項で説明したように「二等看病卒」に任命できるシステムが確立され 補充制度の整備は着々と進めら ていた。しかし、未だ衛生要員 下士（看病人）階級の育成システムは存在せず、そ よう 状況の中で制定されたのが、第一一条の看護卒を対象とした一年 兵制度であった。
陸軍が一年志願兵の対象を看護卒とした目的は、一八八五年四月四日に大山巌 よっ








































徴兵看病卒取扱手続」に基づいて看護の理論と実践訓練を受け 看護者を、戦時に必要される、看護兵を指揮 下士階級の「看護長を確保するシステム」を構築す ことにあった。
看護長の役割は、一八七五年制定 「看病人看病卒服務規則」 （表３参照）で定められ
ており、三等看病人（明治一七年に三等看護長に変更）は、病院では 八名 束ねる役割であり、戦時には二等看護長に代わり行軍に従い、看護卒を指揮するという重要な役割を担う者であった。行軍に従う三等看護長は、有事 衛生隊を編成する際には欠かせないポスト役割であり、陸軍としては、三等看護長の下士適任書を授けるシステム 作ることは、加藤が述べているよう 戦時の人材のプールに 効な手段であった。
一八八三年の徴兵令第一一条の改正にともない、大山は一八八五年 「一年志願兵看護
















































































































































テ旅団病院及大小繃帯所二分属セシム」 とある。 これらから 桂は師団編成 あたり病院や繃帯所の設置方法や配置人員なども自ら計画し おり、戦線の移動に伴い、負傷兵の看護を「博愛社」に依託する考えを持っていた。
一八八四年に、陸軍卿となった大山は、三度フランスに渡り、各国の兵制の研究と















































































































































































繃帯所ニ送ルヲ法トスレトモ之ニ戦友ヲ使用スルハ特リ戦列ノ隊力ヲ減殺ス ミナラス兵卒事ヲ之ニ託シテ動モスレハ戦列ヲ離 ン スルノ弊アル
ハ皆十人ノ知ル所
ナリ例之バ一中隊人員ヲ二百人ト 負 者ヲ其十分一ト仮定スルトキハ二十人又毎一傷者ヲ護送スル 概ネ三人ヲ要ス
スレバ則六十人ナリ之ヲ以テ二十名ノ傷者運




























































































































































































































































































































































































































































































題とともに 師団編成に向けた 備拡張政策 中 、改革が行われることになった。限られた軍事費のなか、軍隊や戦場で求められる技術に応じた職域の者として 新たに研磨術の研修を終えたもの 「陸軍研磨証書」を、担架術を三ヵ月学んだ者 は「担架術修業兵卒業」という証書を発行し 陸軍で管理するシステム できた。 れらは看護卒が担っていた職域から 独立であり、看護 度改革の中で行わ た 位置付けることができる。
 
陸軍では、橋本が中心となり担架卒や磨工卒に関する改正と同時進行する形で、看
















                                        



































遠藤慎司（陸軍二等軍吏） 、谷口謙（陸軍一等軍医） 、落合泰蔵（陸軍一等軍医） 、













































































                                        
                                        
                                        
























































































































































































































































護卒ノ勤務ハ隊附ト其趣ヲ異ニシ隊附ニ在テハ行軍等ニ当リ医官一時不在ノ場合ニ於テハ救急処置ヲ施スヘキ技儞ヲ要スレト 病院ニ在テハ兵起居ノ介補屎尿 排棄、室内酒掃、食餌ノ配与、等ヲナスニ止ルヲ以テ雇員ノ 病人ヲ使用 モ敢テ差支ナカルヘク之ニ反シテ
病院等ニ兵役義務者ヲ置クトキハ其費用上頗ル不利ナリ
何者兵役義務者ニ














助ニ任シ行軍演習其他ノ場合 於テ一時医官 不在ニ際シテ 自ラ
救急処置ヲ為スヘキ






ニ出テタル 此方案タル財政上苟且ノ策 シ 教育ト実役ト両様同時ニ施行スヘカラサルハ論ヲ竢タス依テ教育中ノモノハ定員 内ヨリ ヲ省キ各兵ヨリ初年兵ニ 上半年軍事上ノ教育ヲ受ケタルモノヨリ補充スルトキハ年々各兵一中隊ヨリ半人ツツノ補充員ヲ要シ而シテ病院等ニ之ヲ置カサ
モ戦時ノ要員ハ決シテ欠員ヲ生セサルヘシ今試ニ其

























時ニ於テハ未卒業者ハ固ヨリ ノ実務 服スルコト能 サルヲ以テ兵卒ノ勤務 服セシムルノ主義トス
而シテ一中隊ヨリ半人ノ補充員ヲ採ルトキハ歩兵一連隊ニ六人ヲ要
スト雖モ年々徴集人員ニ就テ 戦 定員 ヨリ看護学修業ニ従事セシムル者ハ実際二人ニ過キサ 割合ニ
当レリ何者
従来看護卒定員ハ歩兵一連隊ニ十二名ニシテ之ヲ戦員








リ半人一連隊ニ付キ六人ヲ要ス然レトモ此 人中ニハ従来一連隊ノ戦員中ニ組込アル看護卒ノ徴集員四名ヲ含有 ルカ故 他ノ二名ノミ毎年戦員ヨリ補足ス ノ理ナ
リ然ル時





















































































































































































































では、 「看護学修業兵」 を、 卒業後は卒業名簿によって管理すること、
看護手に補欠が生じたときは連隊長が 手を命じるこ となった。
橋本は上申書の中で 「戦










兵となる看護手に適していると思う者 選んで名簿を作り、そ 名簿 なかから看護学修業兵を命じて衛戍病院で学ばせ、看護学修業兵 して名簿登録し、看護
手に欠員が生じたとき




























































して、兵器を執れることで、 「名誉ヲ得ル」事ができることが書かれている。これは、橋本が上申書で述べたよう 、陸軍では看護人 ても兵士としての役割を求めており、軍 としての志気の高さと、戦場での役割を果たせる人材の育成をめざしていた事が明文化されている。これらは 軍事教育期間の延長によって修得できる能力 実現できた結果であった。
 
また看護手になれるのは「歩兵、騎兵、砲兵、工兵、輜重兵中六箇月間軍事教育ヲ受ケ品










































































































































定め、 論主一賦兵」 では曽我が常備三年、 第一予備二年、 第 予備二年の合計七年を主張、山県は予備の仕組みについて詳しく調べ二〇歳で兵役に入り、二年で予備籍に移り、その
151 
 
                                        

































                                        
                                        
                                        

























































































































































































































































































































































































































治二〇年前後に開始された職業看護婦教育は、 海外の看護指導者 より教育 たことで、陸軍で行われた看護学教育内容が参考とされたという先行研究はない
。
今後はその点につ













                                        
        
 











1 　関　寛斎 慶応4年6月8日 〈頭取〉　　・　東京引揚解散まで　
2 　斉藤龍安 6月10日 寛斎門人 ・東京引揚後富士艦乗組 5両 5両 8両
3 　中村洪斎 6月10日 古川堂門人 ・7月18日英船に乗船　　・東京引揚解散まで 3両 5両 6両
4 　安楽養清　 6月17日 薩摩藩大砲隊付属医 ・６月21日「飛準丸」と7月14日「飛準丸」に付添乗船
〈助役〉　・9月20日より相馬病院へ
5 　中西玄隆 6月18日 6月18日 川越藩 ・8月20日帰宅
　小松秀謙 6月18日 6月18日 川越藩 ・7月22日小名浜への移転、軽症者に付添　 3両
6 ・8月末日まで（？）
7 　篠田本庵 6月18日 6月18日 平潟住 ・東京引揚解散まで 3両
8 　下山田主計 6月18日 6月18日 平潟住 ・8月20日帰宅
9 　田口耕斎 7月7日 酒井村住 ・７月末日まで（？）
10 　府川三省 7月18日 7月18日 ・東京引揚解散まで 5両 5両 8両
11 　小松立介 7月25日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚解散まで 2両 2両 5両
12 　伊東文仲 7月28日 下総佐倉住佐藤泰然門人 ・8月31日三春に出発、　・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両
13 　伊東弘三 7月28日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚後大病院出勤 2両 2両 5両
14 　山内宗春 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
15 　大和田意仙 8月1日 平町内住 ・東京引揚後大病院出勤 3両→5両 5両 8両
16 　石川玄意 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
17 　遠藤良斎 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両
18 　草野得柄 8月3日 笠間藩医 ・9月6日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 5両 5両 8両
19 　藤田玄涛　 8月4日 上小川村住 ・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両
20 　草野万吉 8月9日 ・8月26日寛斎の門人願い　　・９月末日まで 2両 5両
21 　山内圭三 8月9日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 未記入 5両
22 　桂　静馬 8月12日 9月1日 笠間藩 ・8月26日寛斎の門人願い　　・平で残務整理 6両
23 　大村公民 8月12日 平町住 ・8月26日寛斎の門人願い　・東京引揚後大病院出勤 5両
24 　草野栄吉 8月12日 仁井町住 ・門人に取立、見習？






氏名 採用日 付属医申付日 所　　属 出張病院における業務など
表２




二番立 10月27日 因州 (23) 23 3 18 (男12、女6) 92 136
三番立 10月28日 芸州 (15) 15 3 14 84 116
四番立 10月28日 郡山 (3) 3 3 4 18 28
















一 等 看 病 人 二 等 看 病 人 三 等 看 病 人 看 病 卒
十一等・曹長 十二等・軍曹 十三等･伍長





































































































































































































































































































































































































































































































内科系疾患名 患者数 　死亡 患者数 死亡
　　アジアコレラ 887 482 　上肢銃創 2531 121
　　脚気 461 　下肢銃創 1556 99
　　腸粘膜カタル 163 5 　躯幹銃創 818 48
　　腸チフス 161 69 　頚首銃創 705 31
　　単純熱 110 1 　上肢截傷 125 1
　　弛張熱 62 1 　頭首截傷 71 3
　　関節慢性リウマチ 46 　躯幹截傷 42
　　気管支カタル 36 　下肢截傷 28 1
　　赤痢 36 9 　躯幹打撲 26


















































































































































番号 　     　　書　名    発行年 　　発行元       対象 　　　    備考
1 撒善篤繃帯式 1872(Ｍ5).5 文部省 ・明治16年以降自然廃止
2 綳帯彙編 1974(Ｍ7).5 吉雄種満著 164






























10 担架術教科書 1887(M20).3.7 陸達第28号 担架卒用
・明治20年2月5日「担架術教育規則」
「担架卒選抜及教育規則」制定
11 陸軍看護卒教科書第三版 1887(M20).5.13 陸軍省医務局
12 陸軍看護卒教科書　第四版 1888(M21).2.12 陸軍省医務局 ・明治23年5月廃止
13 陸軍看護学修業兵教科書 1890(M23).5.12 陸達92号 看護卒用(兵用) ・明治36年6月陸達第61号で廃止
14 陸軍看護調剤学教程 1890(M23).6.2 陸達111号 ・明治36年6月陸達第61号で廃止
15 陸軍看護学修業兵修業書 1890(M23).6.4
16 陸軍看護手修業書 1890(M23).6.4 看護長・看護手用
17 陸軍看病人教科書 1890(M23).8.11 陸達156号 ・明治3６年陸達第61号で廃止
18 担架術教科書 1893(M26).5.23 陸達55号






22 陸軍看護卒教科書 1899(M32).12.22 陸達152号 ・明治36年陸達第61号で廃止
23 陸軍看護学修業兵教科書 1903(M36).6.10 医第34号 ・明治42年３月廃止
24 陸軍看病人教科書 1903(M36).6.10 医第35号 ・明治42年看病人廃止に伴い消滅
25 看護学教程 1903(M36).7.9 医第40号 看護長用(下士官用） ・明治42年３月廃止
26 陸軍看護卒教科書 1903(M36).7.15 医第41号 ・明治42年３月廃止













16年度 17年度 18年度 19年 20年 21年 22年
近衛
六鎮台





3,866 4,874 6,195 6,260 6,260 6,260 6,260
35,616 43,821 61,116 61,116 61,116 61,116 61,116
594 1,472 15,680 25,206 26,272 26,286 26,286
軍備皇張費取調諸表
軍　　備　　費　　予　　算




30,945 46,220 22,654 88,833 98,805 105,863 105,863
30,945 46,220 53,172 53,172
1,495,715 1,658,777 1,658,777
42,310 133,544 247,273 289,611 340,528 353,240 353,240
60,468 354,865 751,668 1,080,370
近 衛 騎 兵 隊 増 員
看 護 長 増 員 費
徴 兵 看 護 卒 諸 費
名称
歩 兵 隊 増 員
砲 兵 隊 増 員
仙台、名古
屋、広島 工 兵 隊 員
輜重兵隊附費


















168   
軍管 師団 兵種 看病卒の人員計算 隊数 看病卒の人員計算 合計 桂の案
第二 第四 歩 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（仙台） （二中隊） ２名×２＝４名
第五 兵 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（青森） （二中隊） ２名×２＝４名
砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名
（二小隊） １名×２＝２名
一隊 ３名
工兵 一中隊 （一小隊） ２名×１＝２名
輜重兵 一小隊 １名×１＝１名
輜重輸卒
第五 第十一 歩 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（広島）
第十二 兵 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（丸亀） 山砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名
（二小隊） １名×２＝２名






































































































































24 44 3 1 8 2 1 1 1 6 3 1 1























131 1 12 6 2 1 1
出典：明治20年7月20日「陸軍省大日記」陸達156号


































































































































表 11      看護卒と担架卒の教育内容の比較 
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第一教科 柔軟体操 柔軟体操 勤務学  解剖学
歩兵教練 歩兵教練 人体造構ノ概略  生理学
 消毒法
第二教科 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略  看護法
 治療介輔
 繃帯法
三角繃帯用法 三角繃帯用法 三角繃帯用法 看護法  救急法
繃帯撒絲ノ製造 繃帯撒絲ノ製造 繃帯製造及消毒繃帯ノ使用法 救急法  傷病運搬法
繃帯術 繃帯術 繃帯術 治療介輔法
第三教科 看護法 看護法 看護法 調剤法大意 （明治26年から追加）
伝染病者看護法 治療介輔法 治療介輔法 繃帯術  軍陣勅諭
救急法 救急法 救急法 救急術  陸海軍人等級及徽章







































































































































西暦 明治 月 日 陸軍の動き 月 日 制度制定と改革
1868 初年  陸軍病院では日給の看病人を使用
1871 4 7 14  廃藩置県 7 5  兵部省内に軍医寮が置かれた（軍医寮は明治6年5月廃止）
1873 6 1 10  徴兵令の発布 5  会計部病院課に看病人、看病卒位置づけ、志願兵(壮兵)を使用
1875 8 11 10 「看病人看病卒服務概則」制定
1877 10 2  西南戦争開始  「看病夫」を日給で雇い、看護法に熟達した者には「証書」を附与
1879 12 10 27  第一回徴兵令の改正  第三条の変更により徴兵看病卒の徴集の準備開始
1882 15  壬午事変勃発 9 11 「陸軍研磨証書」5名に附与
1883 16 5  ﾄﾞｲﾂのﾍﾞﾙﾘﾝﾍ内務省御用掛柴田承桂視察に赴く 11 10 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続｣制定
12 28  第二回徴兵令の改正  第11条の一年志願兵制は経費が自弁できる看護卒育成が対象
1884 17 5 24  ｢看護卒｣に改称
6 25 「明治十七年徴兵看護卒取扱手続｣改正
1885 18 3  陸軍ﾒｯｹﾙを招聘し軍制改革に着手 4 4  「一年志願兵歩兵並ニ看護卒取扱手続｣制定し、一年志願兵制度による看護卒志願者を召募
1886 19 2 26  陸軍省医務局設置
6 5 「赤十字ニ帝国政府加盟調印」 4 5 「明治十九年徴兵看護卒取扱手続｣制定
11 15  ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ条約加盟の件国民に公布
1887 20 2 5 「担架術教育規則」制定
「担架卒選抜教育復習規則｣制定
5 18  日本赤十字社篤志看護婦人会設立
5 19  博愛社が日本赤十字社と改称
6  足立寛日本赤十字社篤志看護婦人会で看護法の講義開始
12 28  ｢陸軍看護卒教育規則｣制定
1888 21 12 1  ｢陸軍看病人磨工召募準則」制定
12 24  ｢陸軍衛生部現役看護手補充条例」制定
徴兵・壮兵看病卒廃止。隊附に看護手、病院官衙には雇人看病人に変更
される
12 24  ｢陸軍衛生部現役下士補充条例」制定
12 25  ｢陸軍看護学修業兵教育規則」制定
1889 22 1 22  第三回徴兵令の改正(法律第一号）
2 11  大日本帝国憲法公布























        （6.17～22） 
7.22 小名浜に移転 






















記号：     東征軍の進撃 
    病院移転 
        負傷兵の送 
        陸送で大病院へ移送 
        船で大病院へ移送 
      動病院（野戦病院） 
         不動病院  
    
三春の竜穏院に三春病院 



































① 8.22 ②9.18 






1 番：10.26、2 番：10.27 
































記号：    不動病院 
            中間病院 
       動病院（軍病院、分院、支病院） 
        
      




















































 ➱編成・各藩一隊に医師 2名 










×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×
看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
× × × ×
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×
看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
×× ×× × ×
×××××× ×××××× ×××××× ××××××
看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧
×× ×× × ×





































































             『三角繃帯図附』の解説         【図５－１】 
 
 


































































































































































































































































































































































































































必要とされた看護者数 ：看病人２×５区＝  １０名 

























































































































































































































































































































































































































































































































を温むる所なり。外病 を差置局十八 一局毎 三十四ヶ の鐵床 。夜具は悉く布を用ひ一床毎に食台を設けあり。当時病人五百六十人居住すと云。茲に病院月々入費出金の基本を尋問せし 第一は市中の豪家より奇特金差出、第二は市中の劇場見世物其外都て人寄にて遨遊所へ入輸す価の高凡百フランク もの 二十フランク 高 取立る法なる由、故に右の場所には病院の収金 扱ふもの一人つつ差出置右日の内に取立候由、第二には不融通のものあり。品物質入にして凡百フランク高のものへ七 フランクを貸し一ヶ年利足六フランクとして期限と極め当人請戻しなしか きも は流物し其品を商人へ糶売なし過銀な 時には其内 元利を引殘銀は病院の入費の高へ加へる由 組合商家も親子の身寄のものなく死去して家相続なすものなき時は家主死する時家財を病院へ差納度義遺言あらは左 通病院 入費に加へ又遺言なく たるも は 財は政府 没収なすと云入費の仕法は大略前條のことく あり、当時仏国八十八部に部落を区別し
、右は一部毎










年の期を限り召使ひ猶また兵卒に致し候由尤右七ヶ年中には大略医師の筋を心得候様相成相應出来いたし候ものはエルス、ヲシュルと相唱へ候て半は医師半 士官にて兵卒の中に加り戦争等の節疵受 の療治等為致候趣〇別 バレイス中にストラジビュルグと相唱へ候陸軍の為に み設置候病院有之候〇右病院は前病院 比し候ては一層広大 て病症千八百床程も有之候趣右は全く政府入費 陸軍の 士官等の入り 病室 清潔にし 手広に作り恰も旅宿に居ると同様に有之候由右陸軍病院附頭取たる医師 医学校 中
 
療養






























































ニテ玄関ヲ造ル、 即チ病院ナリ。 始メ二階上ニ登ル。 大小ノ房室相並ビ数十個アリ。男女各限隔ヲナシ、病者臥シ居タ 一房多キハ七八人少キハ五六人、病者女ナレバ女、男ナレバ男ヲ以テ監視セシム。寝室・食床極メテ清潔ニス。医官数人其傍ニ在テ時々ニ診察ス。又一房ニ骸骨ヲ列ス、五臓六腑皆備具ス。外ニ胎内 小児、一月ヨリ十月ニ至ル迠ノ死骸ヲ焼酎ニ浸 玻璃壺ニ入ル、其形チ生ケタル如シ。又一房ニ外療ノ具アリ。木材ニテ四体ヲ象ル、又
俎まないた
ニ似テ大ナルモノア是ヨリ奥ニ入
リ房室数ヶ所ア 。其内一房 天主 安置シ 正面ニ十字上ニ縛セラル裸体ノ人形ヲ金色ニ
鏤ちりば
メ安置シ、其後ロニハ男女相対シタル画ヲ掛ク。左右ニ瑠璃色ノ瑠璃





































































































































































































































病院の内、眼病院は全く別 取建 へ共 入込居候ものは甚少く、多分は日々通
ひ診察を請候事にて、重症に無之候へば自分宅にて養生仕候由。其故
日々診察を請候もの

























































の形状を知候様いたし、夫より薬剤 学 分析の学其他医術に要用 学問は出来 様
にい













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   






















































































































































































 ―ヴァル・ドゥ・グラース陸軍病院 （パリ五区） 」




















































































































黒沢文貴 「赤十字国際委員と岩倉使節団 の邂逅」 『軍事史学』 第四八巻第一号、 二〇一二年、
一二八―一三五頁
 
黒沢文貴「岩倉具視、伊藤博文と赤十字の出 い」 『日本歴史』七八号、二〇一二年、 ）一〇
〇―一〇 頁
 
黒澤嘉幸「陸軍看病人について」 『日本医 学雑誌』第三七巻第四号、一九九一年、 五―
一〇七頁
 


























































































谷口謙「独逸戦時衛生條例摘要」 （ 『陸軍軍医学会雑誌』第三号 一八八六 二月 七―三
二頁
 
津田右子「日本の近代看護教育草創期の教育観を探る」 学総合研究（呉 ） 』 巻
号、二〇〇一年、八―二五頁
 


















































































































































陸上自衛隊衛生 修親会編 衛生制度史〔昭和篇〕 』原 九〇
 
歴史学研究会編『日本史史料〔４〕近代 岩波書店、二 〇 年
 
『 読本』編集部 カメラが撮らえた会津戊辰戦争』新人物往来社 二〇一二
 





















吉川龍子「明治期の赤十字看護教育」 『明治聖徳記念学 紀要』復刻第五〇号、二〇一三 、
三八七―四〇三頁
 
 226 
 
吉田裕『 「国民皆兵」の理念と徴兵制』五月書房、一九八一年
 
吉村道男監修『寺島宗則自叙伝／榎本武揚子』ゆまに書房、二〇〇二年
 
米村晃多郎『野のひと
 
関寛斎』春秋社、一九八四年
 
 
 227 
 
